






















































































それぞれの容認度について、筆者の内省をもとに検討すると、 A②(=6a)• B④(=6 
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付記 本論文は、平成 8年度筑波大学地域研究研究科修士論文「終助詞『な』の研究一
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終助詞『ね』との対比を中心に一」の一部に加筆・修正を加えたものである。
（あきやま まなぶ北星学園大学非常勤講師）
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